
 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月７日、新潟市で下校途中の小学２年生が殺害されるという、悲しく痛ましい事件が起きて

しまいました。 

報道された新聞記事から、事件の状況を見ていくと、次のような特徴があります。 

 

 ◆ 学校から女の子の自宅までは６００ｍ。友だちと別れた地点から自宅まではわずか３００

ｍ。事件は、一人になってからの３００ｍの間で起きた。 

 ◆ 事件の起きた場所は、閑静な住宅街。日中でも車の往来は多くない。夜はほとんど人が

通らないような場所。 

 ◆ 地域には「小針セーフティーネット」という見守り組織があるが、高齢化などを理由に、

事件の起きた場所にはここ２~３年協力者がいなかった。 

 ◆ 午後３時に学校を出た娘が帰って来ないと学校に連絡したのは午後４時２０分で、下校

から１時間２０分経ってからだった。連絡を受け、教職員が付近を捜索したが発見できな

かった。母親が警察に連絡したのは午後５時ころだった。 

 ◆ 胃の内容物から、殺害されたのは連れ去られて間もなくと考えられる。 

 

 総じていえば、家の近くで、ほんのわずかな時間に連れ去られ殺害されたことになります。 

 

 後の祭りですが、もし、そこに下校を見守る目があったなら、大人がもっと早く異変に気付

いていたらと考えてしまいます。それができていたら、尊い幼い命は奪われなかったのかもし

れません。 

 

こうした事件は決して「対岸の火事」ではないと考えます。  

長い短いはあるにせよ、本校児童の中にも、一人で帰る区間があ

る児童はいます。犯人が車を使えば、あっという間に移動してし

まいます。確かに子ども自身が、自分の身を守る術を身につける

ことは大切ですが、それだけで安心とは言えません。私は、次の

ようなことが大事であり、やらなければならないと考えています。 

 

 ■ 誰かが見ている状況であれば、犯罪は起きにくい。子どもの下校時間帯にできるだけ多

くの目で見守りたい。・・・・・そこで 

 

 

 



  ① ご家族へのお願い 

    学級便りの週予定で下校時刻をご確認の上、ご家族の方が、可能な限り、一人になると

ころまでお迎えに出てください。 

 

  ② 地域の皆様へのお願い 

    子ども達の下校時間帯に、できるだけ外に出て、作業や散歩などをしていただければ幸

いです。下校している子ども達に「お帰り」「こんにちは」と声をかけてください。 

    子ども達が学校を出るのは、早い日で１３時０５分、遅い日で１６時３０分頃です。 

 

  ③ 学校では 

    下校時刻に合わせ、可能な限り職員が車でパトロールしています。 

    子ども達に、不審者への対応について再度指導しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

  去る５月１２日（土）、ＰＴＡ早朝作業を行いました。 

当日は、早朝にもかかわらず、たくさんの保護者の皆 

様にご参加いただきました。この日の作業は、池の掃除、 

側溝の泥上げ、草むしりなどでした。側溝や池には、秋 

から冬にかけてたまったと思われる葉や枝がたくさん入 

り込んでいました。また、昨年度悪天候のため作業がで 

きなかったためか、汚泥もたまっており、重くて大変な 

作業となりました。春先から天候が温暖だったため、草 

もだいぶ密集して生えていて、こちらも手間のかかる作業でした。約１時間ほどの作業が終わ

ると、池も、側溝も、花壇も見違えるほどきれいになり、外の学習環境がすっかり整いました。

本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


